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まえがき 

鋼コンクリート合成床版の底鋼板の横リブに、縁突起を有する異形平鋼を適用した場合、突起のあご部が

コンクリートとの鉛直方向のずれを拘束する効果により、押抜きせん断耐力が著しく増大する１）。加えて、

異形平鋼の側面に突起を配列すれば、横リブ長手方向のずれ拘束効果によりスタッドジベルの省略が期待さ

れる。そこで、縁突起＋側面に節状突起配列を有する異形平鋼の横リブ（”節突起リブ”と略す）を合成床

版に用いた場合のずれ止め効果を評価する目的で、節状突起を配列した異形鋼板の引抜き試験を行った。 

試験体と試験方法 

試験体の種類を表-１に示す。引抜き材片は図-１に示すように、縁突起＋側面に節状突起配列を有する異

形平鋼（王子製鉄㈱製造）の中央部から、写真-１に示す幅 50mm の節突起付き鋼板を切り出し、試験機チ

ャック用鋼板と溶接した。次に引抜き材片をφ267.4mm の鋼管中央に鉛直姿勢で固定し、膨張材 20kg/m３

添加の普通コンクリートを打設して引抜き試験体を製作した。なお、節突起付き鋼板の表面には膜厚 30μm

の無機ジンクを塗布し、チャック用鋼板のコンクリート接触面は付着排除処理（グリース塗布＋サランラッ

プ巻き）を施した。コンクリートおよび異形平鋼の材料試験結果を表-２、-３に示す。 

 試験の要領を図-１に示す。載荷速度は静的試験程度のひずみ速度（約 2μ/sec）に相当する 200N/sec と

した。材片端部の滑動量は、高感度変位計（写真-２、-３）を用いて、載荷を停止せずに計測した。 
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図-１ 試験要領 

表-１ 試験体の種類     

写真-2 自由端変位計 写真-3 荷重端変位計 

写真-1 節突起付き鋼板 
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試験結果と考察 

載荷荷重Pと自由端および荷重端

での滑動量 S の関係について、5 列

試験体の結果を図-２に示す。自由端

が滑らない低荷重での荷重端の滑動

量が平鋼板の表面付着を無視した材

片伸び量計算値にほぼ等しく、チャ

ック用鋼板の潤滑処理が想定通りに

機能したことがわかる。 

滑りが小さい範囲の付着性能評価

のために着目した自由端滑り

S=0.05mm 時２）における試験体の

引抜き荷重計測結果を表-４に示す。

表-４より、滑りが小さい範囲での節 1

列（×両面で 2 山）の節長さ L=100mm

当りの耐荷性能は 80kNと評価できる。節 1列分は軸径D=16mmのスタッド 1本の設計せん断耐力Vs=80kN

３）と同等であり、節 4 列分（×両面で 8 山）が、φ16mm の貫通鉄筋を有する孔径 d=60mm の孔あき鋼板ジ

ベル 1個のせん断耐力計算値 Vp≒320kN / 孔３）に相当している。 

節突起 2 列の場合と 4列の場合の初期の微小な滑りについて、節長さ L=100mm 当りに換算した作用荷重

と自由端の滑動量の関係を、上記のスタッドや孔あき鋼板ジベルのせん断耐力計算値と対比して図-３

(a),(b)に示す。図-３の結果からわかるように、自由端の微小な滑りに対して節突起が高いずれ抵抗力を示

しており、合成床版のずれ止めとして効果的に機能するものと評価できる。  

まとめ 

 合成床版底鋼板の横リブ側面に節状の突起配列を設けた場合のずれ止め効果を確認する目的で、節突起付

き鋼板の引抜き試験を行った結果、下記のことがわかった。 

(1) 長さ 100mm 当りの節状突起の耐荷性能について、節 1 列分が軸径 16mm のスタッドのせん断耐力と同

等で、節 4列分が孔径 d=60mm の PBL孔 1個のせん断耐力（φ16mm の貫通鉄筋あり）に相当する。 

(2) 初期の微小な滑りに対して高いずれ抵抗力を有し、合成床版のずれ止めとして効果的に機能する。 
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図-３ 荷重と自由端の滑動量の関係 

(a) 節突起：2 列 (b) 節突起：4 列 

図-２ 荷重と滑動量の関係 

表-２ 材料試験結果（ｺﾝｸﾘｰﾄ） 表-３ 材料試験結果（異形平鋼） 

表-４ 試験体の引抜き荷重計測結果（S=0.05mm 時）     
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